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第
八
条
第
九
号
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第

十
二
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
九
号
」
を

「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

心
身
の
故
障
に
よ
り
建
設
業
を
適
正
に
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

第
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

（
測
量
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
三
条

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
第
四
号
中
「
又
は
成
年
被
後
見
人
」
を
削
る
。

（
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
四
条

国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
」
を
削
り
、「
受
け
」
を
「
受
け
て
」
に
改

め
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
三
号
か
ら
前
号
ま
で
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

申
請
者
が
心
身
の
故
障
に
よ
り
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
ホ
テ
ル
業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
同
項
第
七
号
」
を
「
同
項
第
六
号
中
「
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
ホ
テ
ル
業
」
と
あ

り
、
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
登
録
ホ
テ
ル
業
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
旅
館
業
」
と
、
第
六
条
第

一
項
第
八
号
」
に
改
め
、「
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
登
録
ホ
テ
ル
業
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
旅
館
業
」

と
」
を
削
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
五
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
点
検
（
」
の
下
に
「
次
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
第
二
号

を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

心
身
の
故
障
に
よ
り
調
査
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

も
の

第
十
二
条
の
二
第
三
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
第
四
項
中
「
と
、」の
下
に
「
同
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
三

号
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
十
九
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
条
第
七
号
中
「
第
七
条
第
五

号
」
を
「
第
七
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

心
身
の
故
障
に
よ
り
確
認
検
査
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
三
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
条
第
七
号
中
「
第
七

条
第
五
号
」
を
「
第
七
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

心
身
の
故
障
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
も
の

第
七
十
七
条
の
三
十
七
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を

「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

心
身
の
故
障
に
よ
り
認
定
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

も
の

第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号

と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、

同
条
第
五
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
を「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
七
条
第
五
号
」
を
「
第
七
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
心
身
の
故
障
に
よ
り
確
認
検
査
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
一
項
の
登
録
を
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
七
条
の
六
十
一
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
三
号
、
第
六
号
又
は
第
七

号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

心
身
の
故
障
に
よ
り
確
認
検
査
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き

本
人
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親

族
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
一
項
第
二
号
中
「
前
条
」
の
下
に「（
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加

え
る
。

一

前
条
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
同
条
第
三
号
に
該
当
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
。

第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
二
項
中
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
、」の
下
に「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
、」を
加
え
、

「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
五
号
及
び
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
四

号
、
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
、
第
七
十
七
条
の
六
十
一
第
三
号
及
び
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
五
号
」

に
、「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
一
（
」
の
下
に
「
第
三
号
を
除
き
、」を
加
え
る
。

（
建
築
士
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
六
条

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
中

第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、「
前
条
第
三
号
」
を
「
前
条
第
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
二
号
中「
前

条
第
四
号
」
を
「
前
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

心
身
の
故
障
に
よ
り
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
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